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 要 旨 

後期高齢者医療制度を速やかに廃止し、国民すべてが安心できる医療制度をどう

つくるかについて、財政問題を含めて国民的討論によって合意を得るよう、国に対

し、意見書を提出してください。 

 

（理 由） 

  本年４月から７５歳以上の高齢者を対象とした長寿医療制度（後期高齢者医療制

度）が始まりましたが、いまや該当する高齢者のみならず、多くの国民各層から激

しい怒りと批判が噴出しています。それは、１９８２年に老人保健法が成立し、翌

８３年から老人医療費が有料化されて以降、年を追うごとに医療制度が改悪されて

きましたが、今回の後期高齢者医療制度が余りにもひどい改悪だからです。 

  高齢化が進むことによって医療費が増大するのは当然のことです。しかし、公的

医療保険からの給付費を抑制・削減するために、高齢者をターゲットにした、まさ

に現代版「うば捨て山」の制度を、事前の説明も正確にしないで、高齢者はもちろ

ん、国民の合意をほとんど得ることなくスタートさせました。まさしく大失政と言

わなければなりません。 

  ６５歳から７４歳を「前期高齢者」、７５歳以上を「後期高齢者」としたことに

も高齢者は怒っています。そして、「後期高齢者」はこの制度の中で、いずれ避け

ることができない死を迎える、終末期医療を含め積極的な治療、十分な治療を受け

られなくてもよいという本音が見え隠れしています。国保や健保から追い出したこ

とがそのことを示しています。 

また、後期高齢者医療保険料は２年ごとに見直され、７５歳以上の人口比の上昇

に伴って自動的に引き上がるうえに、後期高齢者医療の給付費が増大した分も上乗

せされるので、将来的にも大幅な値上げが続くことは必至です。その高負担の保険

料は、年金から有無を言わさず死ぬまで天引きされます。 

昨年１２月、墨田区議会議長名で「後期高齢者医療制度に関する意見書」を衆・

参両院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、東京都知事あてに提出し、制度の抜本

的な見直しの必要を提起されましたが、今日の後期高齢者医療制度をめぐる状況

は、この制度を廃止して、国民にとって安心できる医療制度をどうつくるかについ

て、財政問題を含めて国民的討論によって合意を得る努力をすることが必要と考え

ます。 

以上の趣旨をご理解の上、上記事項の実現をお願いいたします。 

以 上 

 


